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ネール温度 TN(=750 K)以下での LaFeO3の磁化過程にはヒステリシスがある(図 1)。また高磁場
から磁場を下げた時の磁化が M=M0+χB の形となり、弱強磁性体の特徴的な振る舞いを示す。
M0 とχの値は室温から磁場中冷却した場合(FC)と無磁場中冷却した場合(ZFC)とでは差異はなか
った。そして T=5 KではM0とχは化学式当たりM0=0.018 𝜇B、χ=0.0057 𝜇B/Tであった。2 sublattice 









温度 TN=740 K、自発磁化  |?⃗⃗? | = 0.047 𝜇B/c. fより求めた  |𝐽| = 127 K、𝐷 = 5 Kを代入すると
M0=0.039 𝜇B、χ=0.053  𝜇B/Tと求まった。実験より求めた値を計算値と比較するとχはほぼ一致
したが、M0は半分程度となった。この要因としては、磁区の発生によって試料内の一部の磁区で
は正味の磁化が磁場の方向に揃わないことが考えられる。 
Ca,Srを導入すると FCの場合、約 100K以下で磁化が増大した(図 2)。
La0.9Ca0.1FeO3において、T=5 K の磁化過程で FC を ZFC と比較すると
χはほとんど変わらず、M0 は大きくなった(図 2 挿入図)。FC と ZFC
の磁化の差は温度が上昇すると T=100 Kで消失した。これは T=100 K
近傍で磁気相転移が起こったことを表す。M=Ca の x=0.05~0.4 の全て
の試料で同様の結果を観測した。転移温度は x=0.05で T=100 Kであり、














































図 1 5K における LaFeO3の磁化過程 
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